















































































































































































ゾンバルト』1994年Friedrich Lenger, 1957- ，Werner Sombart, 1863-
































Campagna. Eine sozialokonomische Studie,Leipzig 1888｡〕には，たしか
に私もシュモラーもひとしく感銘を受けた。だがわれわれ両名は，決して
この道の専門知識をもった判定者ではないのだ……」（1890年３月30日




















































































































































































soziale Bewegung im 19. Jahrhundert,Jena 1896｡ の改版毎に色濃くなっ
ていったのである。そして1920年代に入ると，彼はいわば文化理想主義
者として，それえの敵対者のような社会観，文化観を示すに至るのである。
　このようなゾンバルトの内面における変化は，ついに晩年の彼をして，
人間の経済，社会，文化のあるべき姿を体現するものとしての『ドイツ社
会主義』1934年Deutscher Sozialismus,Berlin-Charlottenburg1934. を公
刊させることになった。
　七十歳をこえたゾンバルトは，近代資本主義下でのここ百五十年間の本
質の中核，人間生存の基本的価値基準を「経済時代J das okonomische
Zeitalterと総括した。ここでは経済（的利益）が，物質的重要性が，他の
あらゆる価値にまさって優位を求め，経済のもつ特性が，この時代のすべ
ての社会，文化を特徴づけたからだ，と彼はいうのである。
　では，ゾンバルトが「経済時代」について具体的に，どんな像をえがい
－19－
ているのか。これについては『ドイツ社会主義』第１編から，いくつかの
スローガンを拾いだすだけでも，容易にそのあらましの想像がつくであろ
う。すなわち，
　繁栄と進歩への信仰
　貨幣価値の徹底的承認，富が権力に
　階級と階級闘争は経済時代の嫡出子
　人間生活の快楽価値方向へのねじまげ
　大きい，速い，新奇なものが理想的なもの
等々。
　こういった「経済時代」的生活様式からの全面的転向こそが求められて
いるのだが，上のスローガンで見たように，プロレタリア社会主義（マル
クス主義）は，まさに「経済時代」的価値基準の下にあるので，もはやこ
れに頼ることはできない，とゾンバルトは考える。
　かくしてゾンバルトは，「経済時代」の文化的荒廃からの全面的な転向
の体制こそを，ドイツ社会主義の任務だとする。これは，ドイツのための，
ドイツの身の丈に合わせて裁断された衣服のような，一種の社会規範主義
であるのだ。そしてこれは，一つの個別的国民社会主義Nationaler
Sozialismusでもある（同,121-122ページ）。
　「経済時代」の精神全体の否定であり，反資本主義でもあるドイツ社会
主義は，国家ないし為政者の力による社会主義である。しかしそれは，ワ
ーグナーの国家社会主義よりも，はるかに全面的かつ徹底した社会規範主
義であるといえよう。
　そしてこれは，
　文明から文化への価値体系へ
　進歩の信仰からの解放
　祖国と神への忠誠
といった方向で押しすすめられよう。そして，当時信奉されようとしてい
　　　　　　　　　　　　　　　－20－
た「指導者原理J Fiihrerprinzipは，神からの最高指導者意志の取得の仮
定のみによって存立している，とゾンバルトはいうのである（同,213ペー
ジ）。
　以上のような考え方を基礎に，ドイツ経済はどのような方向に進むべき
か，とゾンバルトは考えたのであろうか。
　それは，やや具体的にいうならば，ドイツの軍事的・民族的・経済的理
由からの，完結したアウタルキー化を目ざす経済体制，別の言葉でいえば，
包括的・統一的・多様的計画経済化である，とゾンバルトはいう。
　その若干の具体例をあげるならば，
　（原始的と近代的との中間にあるべき）農業，手工業を重視拡充するこ
　と。これえの資本主義精神の侵入を防ぐこと。
　（大銀行，巨大交通企業，国防産業など）大経営の適宜適切なる公営化
　や協同組合化の促進。
　ゆるやかな技術的・経済的進歩によって生産の持久性と不変性を保持す
　ること。これによる経済沈滞と失業を防ぐこと。
　国家による労働力や雇用の拡大政策とその推進のための通貨・信用政策
　の展開。
などがこれである（同，第６編）。
　ペルリン大学経済学講座の先任者，後継者としてのワーグナー，ゾンバ
ルトそれぞれの晩年における社会思想の落着き先は，総括すれば，結局，
ともに上からの改革的，保守的，（国家ないし国民）社会主義的な姿のもの
であった。両者の間には，かなりの程度の類似性がみとめられよう。
　しかしその類似性は，かつての両者の師弟関係から，ゾンバルトがワー
グナーから学びとったものだ，といえるようなものではない。むしろ両者
はそれぞれ独立的に，この境地に到達したものと見る方がヨリ妥当ではな
かろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　－21－
　尤も，その類似性の奥にある両者のニュアンスのかなりの程度の相違は，
両者の思想の本来的な相違と考えるよりも，場合によっては，両者の背景
にある時代の政治的・社会的・経済的環境の相違が，そのニュアンスの相
違となって反映されている，と思える部分もないではないようにも思われ
る。
　ワーグナーの社会思想は，19世紀末から第１次世界大戦時に向っての，
まさに一層の興隆を目ざしていたドイツの諸環境下にあって，自らの老年
期を迎えた，頑固な保守的志向の持主によって形成されたものであった。
　一方，第１次世界大戦の敗戦と破局的インフレーションを含む，戦後ド
イツの政治的・社会的・経済的大混乱と大変革の諸環境下にあって，老年
期に入った，自らの存立と維持にさえも大いに苦悩せざるをえなかった，
多分に文学者的・芸術家的気質をもつ情緒的文化理想主義者ゾンバルト。
彼が自らの老年期の不安を，漸くナチ政権下で，その安定を見いだしたい
と願ったであろうゾンバルトの社会思想。これがワーグナーのそれとは似
てはいるか，しかし彼独自の保守的・国民社会主義的・文化理想主義への
信仰告白のような形の社会思想をうんだ，一つの重要な要因であったのか
も知れない。
　　　付記
　　　本稿は，平成12年度成城大学教員特別研究助成にもとずく共同研究「ヨー
　　ロッパ世界の社会・経済思想」における，筆者分担分の研究成果の一部である。
　　　　　　　　　　　　　　　－22－
